
都市環境気候図（クリマアトラス）の内容充実に向けた大気汚染観測による環境評価
Development for the method of climate analysis map based on the case of Nagano City 
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! 研究概要 ｜ 
鶴市環筑気候図（クリマアトラス）作成のため、現地での気象観測デー夕、衛星計測による熱闘像およ
び数値モデルによるシミュレーション結果を併用し、大気汚染と然環境を復合的に扱ったクリマアトラス
作成方法の術祭を目指す。本研究lま夜間に山風が出現する長野県長野市において、光源や受光系を
自由に配置して観測を行える DOAS；去の原理を応用したサーチライト型光源を用いた能動的MAX-

DOAS(AMAX-DOAS）計測手法の開発を行い、ヒートアイランドや大気汚染に代表される都市気候の
緩和効果を定量的に実Eすることを目的とする。
長野市では夜間に山風が出現し、それが都市の中心部に吹き込んでいる。山風が出現する気象条件
では書宮市ヒートアイランドも出現する可能性が十分あり、この山風により鶴市ヒートアイランドが緩和さ
れることが期待できる．大気汚染の杷濯については、山風により大気汚染物質の鉱散にも有効ではな
いかと考える．山風の出現日数には季節約な変化があり、出現回数のピークがみられる7月から10月
に24時間の長期連続観測が可能なプロジェクタ一光源を利用したDOASl去による大気汚染物質濃度観
測を行い、実陳に長野市の大気汚染や暑黙の緩和に有益と考えられる事例を抽出する。
大気汚銚物質ii度観測にl立、比較的簡便な装置で実大気中の汚染物質をその場で観測できる長光路
光学後分吸収（Di仔erenti・IOptical Absorption Spectroscopy: DOAS) ；，去を適用した。千葉大学環境リ
モートセンシング研究センターで開発された航空障害灯を用いる方式では、夜間に航空湾審灯が消滅
するため観測時間lま日中に隈られる。そこで、24時間の長期連続観測が可能なプロジェクターを光源
に周いる方法を考案し、平成20年度夏季にプロジェクターを光源に利用したDOAS；：去による大気汚染物
質温度観測を隊み、集中観測によって得られたDOAS観測の大気汚染物質データと地上観測局の大
気汚鍛物質データ（大気汚自主物質広減監視システム；AEROS）との比較を行った。

長光路差分吸収分光（DOAS）法とMAX-DOAS法
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望遠鏡と分光鰭により、数km離れた点滅光源の

3………舵算出

夜間に航空隊嘗灯が消滅するため観測時間は

日中に限られる

DOAS法（Di雨間前ialOptical Abs町ption

Spe柑 。田叩y：差分吸収分光法）
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天空光を光Dとして利用して、 DOASi去と問機lこ、
スペクトルから大気微量成分の相対，濃度を測定
観測時聞は日中に限られる

MAX-DOAS法（Mu悩－AxisDOAS：多臓DOAS法）
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航空...1:Tを利用したDOASf量により東京御心における郷市大気汚織の観測を実絶した．観測は東京事匹目磨区において、
2008隼7月 17 日からH!22固までの8日間行った． 受光穫量lま、東~－港区役所内 （ 1 1 F） にDOAS用受光議置を股置した．
DOAS自量による観測l立、レインボーブリッジに取り付けられている航空..w1:rを利用した0DOAS法による観測の光路lま約
2州mである．本研究による観測デ－，1ま港区役所が位置している地上観測局のデ＿，との比駿を行った結果、地上観測、
DOAS観測ともに自由88ppbと高浪度なNOr，が観測された．また、地上測定デ一世と比駁した鎗果、It!!よ測定よりもDOAS測定
によるNO，績度が高いが、日中におけるNO，温度は矧似した時系列変動が観測された．

PCプロジェクタを利用したDOAS法による大気汚染の計測（長野県長野市）

これまで、白色点滅灯である航空陣容1:Tを利用した測
定を行ってきたが、夜間iま赤色灯に代わるために鴻
定が昼間に隈られ、航空障害灯がない場所での測定
が行なえないという制限があった．市販のPCプロジェ
ク告は比較的安価で償級住の高い白色光源としての
連続遭用が可能であり、DOAS光源として有用性が高
い．また、光源、受光都ともに可織であることを活かし、
24時間の長期連続観測が可能となる．
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Nagano city (Augu民 2008)

Obs官 vadvariation of N01 conc・前四tion

プロジェウ＇光源を利用した DOAS法により長野市街地における獅市大気汚鎗の観測を実錯し.2008年8月初日から9月1日
までの5日間、24時間通続観測を行った．受光装置は．信州大学エ司直前（5F)IこOOAS用受光後置を股宣した0DOAS法によ
る観測の光路lま約4.3kmである0DOAS観測デ＿，と環演省が般置している地上観測局のデー脅（AEROS）との比般を行った
結果、地よ観測、DOAS観測ともに5～20即 bと低濠度なNO，が観測された．また、地上測定デ一世と比較した結果、 DOAS
測定よりも地上測定によるNO，温度が高いが、日中におけるN02温度l立短似した時系列車E動が観測された．
8月31日の13：・30～15:30にかけて4～6(m/a）の風速が観澗されたが、風向曹が北京のため山風による大気汚鎗の鉱散効果
はみられなかった．しかし、問自の20:30から建制の1・：00にかけて風向きが北西で4(m／・）前後の息遣が観測され、山風によ
る大気汚鎗の鉱散効果がみられた．

DOAS法による大気汚染観測と
同時期に、サーモカメラを使用し

て山風が吹き出す斜面の地表面

温度を1時間毎に織影し、山風に

よる都市ヒートアイランドの緩和
効果がみられるか把復した

ASTERTIR国像（band15) '¥. / KS202土地利用国（1989年） 「 ｜鮒静。東京郵港区のDOAS観測は港区環境限地球環焼係の支IIを受けて行われた．また、地よ測定の大気汚染デー告を
(2007隼11月初日10:30JST) "' / ｜後供して頂いた．長野県長野市のDOAS観測は信州大学工学節の高木直樹敏慢および問研究室学生の支織を受けて行

山.により長野市街地における徳市ヒートアイランドが緩和 ｜われた．ここに、飽して側窓を表する．
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